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個
人
と
団
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
り
方
と
両
者
の
関
係
を
め
ぐ
る
古
く
て
新
し
い
問
題
が
、
近
年
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

(
1
)
 

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
関
連
し
て
注
目
す
べ
き
判
決
も
現
れ
て
い
る
。
こ
の
議
論
を
誘
発
し
た
「
日
本
に
お
け
る
団
体
主
義
の
強
固

(
2
)
 

さ
を
意
識
し
な
が
ら
、
徹
底
し
た
個
人
主
義
の
立
場
を
主
張
す
る
見
解
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
結
社
の
自
由
の
歴
史
を
ふ
ま
え
て
、

日
本
に
お
け
る
個
人
と
団
体
の
あ
り
よ
う
を
問
い
返
そ
う
と
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
結
社
の
自
由
の
歴
史
と
は
、
大
要
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一

、

は

じ

め

に

村

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
結
社
の
自
由
史
試
論

一
七
八
九
年
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
封

田
五

尚 （
五
―
-
）

紀



ま
、
,
1
 

五

が
問
題
で
あ
る
。

一
七
八
九
年
人
権
宣
言
は
、
徹
底
し
た
個
人
主
義
の
原
則
に
立
ち
、
い
っ
さ
い

の
中
間
団
体
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
人
権
宣
言
が
明
文
上
結
社
の
自
由
を
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
そ
の
否
定
を
意
味
す
る
。

す
な
わ
ち
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
は
、
反
結
社
個
人
主
義
の
立
場
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
実
定
法
上
最
初
に
こ
の
立
場
を
明
確
に
表
す
の

一
七
九
一
年
の
ル
シ
ャ
プ
リ
エ
法
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
実
定
法
上
結
社
の
自
由
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
よ
う
や
く
一
九
〇
一
年
七

(
3
)
 

月
一
日
法
に
お
い
て
で
あ
る
。
一
九
七
一
年
七
月
一
六
日
憲
法
院
判
袂
が
結
社
の
自
由
を
憲
法
上
の
自
由
と
し
て
認
め
る
た
め
に
一
七
八

(
4
)
 

九
年
人
権
宣
言
で
は
な
く
一
九

0
一
年
法
を
引
い
た
の
は
、
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
把
握
を
下
敷
き
に
し
た
日
本
認
識
は
、
日
本
国
憲
法
上
個
人
の
自
由
と
結
社
の
自
由
が
と
も
に
保
障
さ
れ
て
い
る
が
、

(5) 

歴
史
的
に
反
結
社
段
階
を
経
な
い
ま
ま
に
「
『
法
人
の
人
権
』
が
安
易
に
語
ら
れ
」
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
実
践
的
に
は
、
こ

の
日
本
国
憲
法
の
下
で
個
人
と
団
体
の
健
全
な
関
係
を
築
く
た
め
に
、
個
人
が
反
結
社
個
人
主
義
を
痛
み
と
と
も
に
「
追
体
験
」
す
る
こ

(
6
)
 

と
を
通
じ
て
団
体
に
飲
み
こ
ま
れ
な
い
強
さ
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
提
言
が
な
さ
れ
る
。

(
7
)
 

こ
の
実
践
的
提
唱
の
当
否
に
つ
い
て
、
筆
者
は
別
稿
で
簡
単
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
反
結
社
個
人
主
義
の
段
階

と
と
ら
え
ら
れ
、
右
の
実
践
的
提
唱
の
裏
づ
け
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
一
七
八
九
年
革
命
か
ら
一
九
0
一
年
七
月
一
日
法
ま
で
の
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
結
社
の
自
由
の
歴
史
を
ご
く
簡
単
に
検
証
し
、
日
仏
比
較
の
あ
り
方
と
右
提
唱
の
有
効
性
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
る

(
8
)
 

こ
と
を
課
題
と
す
る
。二

、
結
社
の
自
由
と
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
自
由

結
社
の
自
由
を
論
ず
る
際
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
も
そ
も
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
結
社
の
自
由
と
は
何
か
？

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
結
社
の
自
由
史
試
論

建
的
な
社
会
関
係
を
解
体
し
、
個
人
を
つ
か
み
出
し
た
。

（
五
三
）



右
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こ
の
点
を
不
問
に
付
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
結
社
の
自
由
の
歴
史
を
論
じ
る
こ
と
は
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

日
本
で
結
社
の
自
由
と
い
う
場
合
、
通
常
は
広
く
団
体
を
結
成
す
る
自
由
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
は
政
党
を
結
成
す
る
自
由
、
組
合
を

結
成
す
る
自
由
、
市
民
団
体
を
結
成
す
る
自
由
、
会
社
を
設
立
す
る
自
由
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
異
な
る
性
格
の
団
体
を
結
成
す
る
自
由
が
含

ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
芦
部
信
喜
は
「
多
数
人
が
集
会
と
同
じ
く
政
治
、
経
済
、
宗
教
、
芸
術
、
学
術
な
い
し
社

(
9
)
 

交
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
共
通
の
目
的
を
も
っ
て
、
継
続
的
に
結
合
す
る
こ
と
を
結
社
と
言
う
」
と
い
う
。
ま
た
佐
藤
功
も
「
結
社
と
は
、

何
ら
か
の
目
的
の
た
め
に
す
る
多
数
人
の
結
合
を
い
う
」
と
し
、
「
結
社
に
は
、
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
、
政
治
的
結
社
（
政
党
そ
の
他
の

政
治
団
体
）
・
経
済
的
結
社
（
企
業
・
経
営
者
の
団
体
の
ほ
か
消
費
者
の
団
体
）
・
学
術
的
結
社
（
学
会
そ
の
他
の
研
究
団
体
）
・
社
交
的

(10) 

結
社
（
い
わ
ゆ
る
親
睦
団
体
）
な
ど
、
多
く
の
種
類
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

一
般
に
、
日
本
国
憲
法
第
ニ
一
条
に
い
う
結
社
に
は
会
社
も
含
ま
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
少

(11) 

な
く
と
も
そ
こ
で
い
う
結
社
か
ら
会
社
が
除
外
さ
れ
る
と
明
言
す
る
解
釈
が
多
く
な
い
こ
と
は
確
か
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
今
日
フ
ラ
ン
ス
で
結
社

(association)

の
自
由
を
論
じ
る
際
、
結
社
概
念
か
ら
は
、
会
社
の
よ
う
な
経
済
的
利
益

(12) 

を
も
っ
ぱ
ら
追
求
す
る
団
体
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
結
社
の
自
由
の
憲
法
上
の
根
拠
法
と
み
な
さ
れ
て
い
る
一
九
0
一
年
七
月

一
日
法
第
一
条
に
よ
れ
ば
、
「
結
社

(association)

と
は
、
複
数
人
が
利
益
の
分
有
以
外
の
目
的
で
認
識
ま
た
は
活
動
を
継
続
的
に
共

(13) 

有
す
る
合
意

(convention)

で
あ
る
」
。
「
利
益
の
分
有
以
外
の
目
的
」
と
い
う
目
的
に
よ
る
限
定
は
、
「
結
社
の
定
義
そ
の
も
の
の
核

(14) 
心
」
を
な
す
と
み
ら
れ
て
い
る
。
結
社
は
、
継
続
性
に
よ
っ
て
集
会
と
区
別
さ
れ
、
非
営
利
的
な
目
的

(but
n
o
n
 lucratif)

に
よ
っ
て

(15) 

会
社
と
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
、
本
稿
で
は
、
こ
の
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
的
な
狭
義
の
結
社
は
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
と
呼
び
、
わ
が
国
憲
法
学
上
一
般
に
通
用

関
法

五
四

（
五
四
）



(1) 

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
結
社
の
自
由
史
試
論

一
七
九
一
年
ダ
ラ
ル
ド
法
・
ル
シ
ャ
プ
リ
エ
法

(16) 

し
て
い
る
と
み
て
よ
い
広
義
の
結
社
概
念
と
便
宜
的
に
区
別
す
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
用
語
法
に
従
っ
て
い
え
ば
、

フ
ラ
ン
ス
の
結
社
の
自
由
の
歴
史
を
み
る
場
合
に
は
、
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
自
由
の
歴
史
を
フ
ォ

ロ
ー
す
る
だ
け
で
は
不
充
分
で
、
企
業
と
い
う
経
済
的
結
社
の
自
由
の
歴
史
を
も
フ
ォ
ロ
ー
す
る
必
要
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
を
比

較
の
対
象
に
し
て
日
本
に
お
け
る
結
社
と
個
人
の
あ
り
方
を
考
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

三
、
結
社
の
自
由
の
歴
史
概
観

五
五

（
五
五

な
お
、
法
の
史
的
展
開
は
、
異
な
る
利
害
の
担
い
手
を
背
景
に
も
つ
さ
ま
ざ
ま
な
法
原
理
、
法
意
識
の
複
雑
な
対
抗
関
係
の
展
開
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
制
定
法
は
、
そ
う
し
た
対
抗
関
係
の
支
配
層
に
よ
る
総
括
の
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

る
結
社
の
自
由
の
史
的
展
開
の
ト
ー
タ
ル
な
把
握
を
示
す
こ
と
は
、
筆
者
の
限
ら
れ
た
時
間
と
能
力
と
い
う
二
つ
の
理
由
か
ら
で
き
な
い
。

す
な
わ
ち
、
以
下
に
示
す
の
は
、
そ
の
ご
く
大
ま
か
な
ス
ケ
ッ
チ
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
期
、
結
社
の
自
由
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
た
よ
う
に
み
え
る
。

一
七
八
九
年
人
権
宣
言
に
は
、
結
社
の
自
由
を
明
示
的
に
保
障
す
る
条
文
は
な
い
。
通
常
こ
の
沈
黙
は
、
黙
認
で
は
な
く
禁
止
を
意
味

(17) 

す
る
と
解
さ
れ
る
。
第
三
条
が
、
「
あ
ら
ゆ
る
主
権
の
原
理
は
、
本
質
的
に
国
民
に
存
す
る
。
い
ず
れ
の
団
体

(
c
o
r
p
s
)
、
い
ず
れ
の
個

そ
こ
で
、
結
社
の
自
由
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
史
的
展
開
を
概
観
す
る
。

と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
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(18)

（

19) 

人
も
、
国
民
か
ら
明
示
的
に
発
す
る
も
の
で
な
い
権
威
を
行
い
得
な
い
」
と
規
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
は
、
ナ
シ
オ
ン

の
統
一
を
攪
乱
す
る
要
因
で
あ
り
、

一
般
意
思
の
確
認
を
妨
げ
る
か
ら
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
同
業
組
合

(
c
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
)

は
冬
ク
数
を
鱗
〖
柾
仁
に
し
て
一
部
の
特
権
を
保
護
し
、
個
人
の
自
由
を
不
当
に
制
限
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
、

一
七
八
九
年
人
権
宣
言
第
一
七
条
が
財
産
権
を
保
障
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
恒
常
的
な
経
営
組
織
を
つ
く
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
か
ぎ
り
で
、
結
社
の
自
由
は
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

一
七
九
一
年
―
―
―
月
に
制
定
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
ダ
ラ
ル
ド
法

(
D
e
c
r
e
t
p
o
r
t
a
n
t
 s
u
p
p
r
e
s
s
i
o
n
 d
e
 tous les 
droits d'aides, d
e
 toutes 

(20) 

les maitrises et j
u
r
a
n
d
e
s
 et e
t
a
b
l
i
s
s
e
m
e
n
t
 d
e
 p
a
t
e
n
t
e
s
)
~

、
鹿
己
造
未
(
ッ
占
口
中

E
た
9
m不8
陣
ー
）
‘
{
日
苧
詈

t干
ル
F

（j
u
r
a
n
d
e
)

-
K
<
J
t
i
~
-
:
:
1
.
.
.
.
)
,
U

゜

つ
い
で
一
七
九
一
年
六
月
、

ル
シ
ャ
プ
リ
エ
法

(
D
e
c
r
e
t
relatif a
u
x
 a
s
s
e
m
b
l
e
e
s
 d
'
o
u
v
n
e
r
s
 et 
artisants 
d
e
 m
e
m
e
 etat 
et 

(21) 

profession)

は
、
あ
ら
ゆ
る
同
業
組
合
を
禁
止
し
た
。
た
し
か
に
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
は
禁
止
さ
れ
た
（
第
一
条
）
。
た
し
か
に
ア
ソ
シ

ア
シ
オ
ン
も
禁
止
さ
れ
た
（
第
二
条
）
。
そ
こ
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
中
間
団
体
に
対
し
て
懐
疑
的
な
個
人
主
義
思
想
の
影
響
が
み
ら
れ
よ
う
。

止
以
来
始
ま
り
、

し
か
し
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
ダ
ラ
ル
ド
法
・
ル
シ
ャ
プ
リ
エ
法
の
成
立
の
背
景
に
は
、
早
く
も
一
七
八
九
年
八
月
四
日
の
特
権
廃

(22) 

の
賃
上
げ
要
求
ス
ト
ラ
イ
キ
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ル
シ
ャ
プ
リ
エ
法
は
こ
れ
に
対
抗
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
封
建
的
な
特
権
的
同
業
組
合
の
み
な
ら
ず
労
働
者
の
団
結
も
禁
止
し

(23) 

て
自
由
な
労
働
市
場
を
作
り
出
す
こ
と
が
そ
の
主
要
な
目
的
で
あ
っ
た
。
中
間
団
体
否
認
の
法
理
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
た
法
の
文
言
は

な
る
ほ
ど
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
一
般
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
結
社
が
す
べ
て
禁
止
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
憲
法

(24) 

制
定
国
民
議
会
で
は
「
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
自
由
と
営
業
の
自
由
の
う
ち
後
者
が
絶
対
的
に
優
先
し
た
」
の
で
あ
る
。
二
つ
の
一
七
九
一

と
い
え
よ
う
。

他
方
で
、

関
法

一
七
九
0
年
に
大
都
市
で
盛
ん
に
な
る
労
働
者

(salaries)

五
六

（
五
六



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
結
社
の
自
由
史
試
論

一
八
0
七
年
商
法

フ
ラ
ン
ス
革
命
後
、

し
た
。
国
民
公
会
は
、
非
常
に
厳
し
い
政
策
を
も
っ
て
資
本
会
社
と
戦
お
う
と
し
た
。

ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ
ー
ム
の
商
業
制
度
が
破
壊
さ
れ
、
政
治
的
な
景
気
動
向
に
左
右
さ
れ
な
が
ら
商
事
会
社
が
増
加

(27) 

一
七
九
三
年
八
月
二
四
日
デ
ク
レ
は
無
記
名
株
式

を
発
行
す
る
資
本
会
社
を
廃
止
し
、
立
法
府
の
許
可
な
く
設
立
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
一
七
九
四
年
四
月
一
五
11

一
八
日
（
共
和
暦
二
年

(28)

（

29) 

ジ
ェ
ル
ミ
ナ
ル
ニ
六
1
1
ニ
九
日
）
デ
ク
レ
は
、
金
融
コ
ン
パ
ニ
ー
を
廃
止
し
た
。
し
か
し
、
「
ジ
ャ
コ
バ
ン
的
厳
格
」
は
二
年
し
か
続
か

ず
、
総
裁
政
府
の
下
、
一
七
九
五
年
―
一
月
ニ
―
日
（
共
和
暦
四
年
プ
リ
ュ
メ
ー
ル
―
―

1
0
日
）
函
は
、
こ
れ
ら
デ
ク
レ
を
廃
止
し
、
株
式

(31) 

会
社
の
設
立
を
許
可
し
た
の
で
あ
る
。
(32) 

一
八
0
七
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
商
法
は
、
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
種
々
の
会
社
に
立
法
的
な
支
柱
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
商
法
に
よ
っ
て
、
合
名
会
社

(societe
e
n
 n
o
m
 collectif)
・
合
資
会
社

(societe
e
n
 c
o
m
m
a
n
d
i
t
e
 s
i
m
p
l
e
)
•

株
式
合
資
会
社

(societe e
n
 c
o
m
m
a
n
d
i
t
e
 p
a
r
 
actions)• 

:¼t'h:{4~ 

社

i
(
s
o
c
i
e
t
e
a
n
o
n
y
m
e
)
・
季
匡
々
P
A
H
社

i
(
s
o
c
i
e
t
e
e
n
 participation) 

(33)

（

34) 

種
類
の
法
的
形
態
が
会
社
に
与
え
ら
れ
た
。
明
文
規
定
は
な
か
っ
た
が
、
商
事
会
社
は
法
人
格
を
有
し
た
。

(2) シ
オ
ン
や
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
は
禁
止
さ
れ
る
が

ダ
ラ
ル
ド
法
・
ル
シ
ャ
プ
リ
エ
法
の
原
則
は
、

の
で
あ
る
。

五
七

（
五
七
）

年
法
に
よ
っ
て
切
り
開
か
れ
た
状
況
の
下
で
、
生
産
に
必
要
な
財
産
が
個
人
財
産
と
し
て
保
持
さ
れ
、
経
営
体
が
組
織
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と

(25) 

に
な
る
。
営
業
の
自
由
は
資
本
主
義
的
な
経
営
組
織
の
発
展
の
可
能
性
を
内
に
含
み
、
そ
の
か
ぎ
り
で
結
社
の
設
立
が
解
禁
さ
れ
て
い
た

一
七
九
五
年
憲
法
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
公
の
秩
序
に
反
す
る
コ
ル
ポ
ラ

(26) 

（
第
三
六
0
条
）
、
経
済
活
動
の
自
由
は
保
障
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
第
三
五
五
条
）
。と

い
う
五



な
ら
な
か
っ
た
。

(3) 

第
四
九
巻
第
一
号

一
八

0
七
年
商
法
は
、
条
文
が
、
二

0
0
0条
を
超
え
る
民
法
に
比
べ
て
わ
ず
か
六
四
八
条
し
か
な
く
、
内
容
も
ル
イ
一
四
世
時
代
の

オ
ル
ド
ナ
ン
ス
を
再
現
す
る
部
分
が
多
い
。
会
社
に
関
す
る
規
定
は
実
質
的
に
一
―

1
0条
ほ
ど
し
か
な
く
、
こ
れ
に
は
一
六
七
三
年
の
コ
ル

(35) 

ベ
ー
ル
に
よ
る
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
と
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
一
八
世
紀
の
慣
習
と
が
盛
り
こ
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
株
式
会
社

は
、
政
府
の
許
可
が
な
け
れ
ば
設
立
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
第
三
七
条
は
「
株
式
会
社
は
…
…
皇
帝
の
許
可
な
く
し

一
八
二
六
年
か
ら
一
八
―
―
＿
七
年
の
間
、
株
式
会
社
の
許
可
は
一
五
七
件
に
と
ど
ま
っ
た
の
に
対
し
、
設
立
が
自
由
と
さ
れ
た
株
式
合
資

(

3

6

)

(

3

7

)

 

会
社
の
設
立
は
一

01
―
―
九
件
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
株
式
合
資
会
社
は
、
株
式
会
社
と
ほ
ぼ
同
じ
機
能
を
も
っ
て
い
た
。

企
業
と
い
う
経
済
的
結
社
の
自
由
は
こ
の
時
点
で
確
立
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
八
一

0
年
刑
法
第
二
九
一
ー
ニ
九
四
条(38) 

一
八
一

0
年
四
月
二
八
日
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
法
第
二
九
一
ー
ニ
九
四
条
は
、
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
設
立
な
ど
を
厳
格
な
事
前
許
可
制
に
従

わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
統
領
政
府
（
一
七
九
九
年
―
二
月
二
五
日
発
足
）
以
来
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
法
律
で
確
認
す
る

も
の
で
あ
る
。

第
二
九
一
条
は
、
定
期
的
に
会
合
を
行
う
二

0
人
を
超
え
る
構
成
員
か
ら
な
る
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
設
立
に
は
政
府
の
事
前
許
可
を
必

要
と
し
、
さ
ら
に
第
二
九
四
条
は
許
可
を
受
け
た
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
が
集
会
を
行
う
場
所
を
確
保
す
る
た
め
に
ミ
ュ
ニ
シ
パ
ル
の
許
可
を

要
す
る
も
の
と
し
て
い
た
。
ま
た
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
が
法
人
格
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
国
家
元
首
か
ら
公
益
性
を
認
定
さ
れ
な
け
れ
ば

て
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
規
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

関
法

五
八

（
五
八



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
結
社
の
自
由
史
試
論

無
許
可
で
設
立
さ
れ
た
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
は
解
散
を
命
じ
ら
れ
、
責
任
者
は
一
六
フ
ラ
ン
な
い
し
二

0
0
フ
ラ
ン
の
罰
金
を
課
せ
ら
れ

（
第
二
九
二
条
）
、

ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
会
合
に
お
い
て
犯
罪
を
煽
動
し
た
場
合
に
は
煽
動
者
と
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
責
任
者
に
一

0
0
フ

ラ
ン
な
い
し
―
―

1
0
0
フ
ラ
ン
の
罰
金
と
三
ヶ
月
な
い
し
二
年
の
拘
禁
刑
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
第
二
九
三
条
）
。

一
八
一

0
年
刑
法
第
二
九
一
条
は
目
的
の
如
何
を
問
わ
な
か
っ
た
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
が
事
前
許
可
制
に
従
う
こ
と
に

な
り
、
政
府
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
恣
意
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
「
第
二
九
一
条
は
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
自

(39) 

由
を
完
全
に
破
壊
し
た
」
の
で
あ
る
。

刑
法
に
よ
る
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
規
制
は
、
そ
の
後
、
強
化
さ
れ
る
。

二
九
一
条
の
対
象
外
に
な
っ
て
い
た
二

0
人
を
超
え
な
い
不
定
期
に
会
合
を
開
く
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
て
い
る
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
に
も

あ
ら
た
に
規
制
の
網
を
か
け
た
（
第
一
条
）
。
ま
た
無
許
可
の
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
会
員
も
あ
ら
た
に
罰
金
と
ニ
ヶ
月
な
い
し
一
年
の
拘

(41) 

一
八
五
二
年
＿
―
-
月
二
五
日
11
四
月
二
日
デ
ク
レ
は
、

九
二
条
・
ニ
九
四
条
、

る
に
至
る
が
、

一
八
三
四
年
四
月
一

0
日
法
第
一
条
以
下
を
適
用
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

(42)

（

43) 

一
八
六
八
年
六
月
六

=
1
0
日
法
に
よ
っ
て
一
部
解
禁
さ
れ
、

ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
実
定
法
上
の
全
般
的
な
規
制
は
一
九

0
一
年
法
ま
で
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
を
み
る
か
ぎ
り
で
は
、

五
九

（
五
九
）

ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
と
集
会
の
区
別
を
な
く
し
、
後
者
に
も
一
八
一

0
年
刑
法
第
二

ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
規
制
に
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
憲
法
体
制
の
不
安
定
性
と
は
対
照
的
な
一
貫
性

(45) 

が
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
刑
法
の
適
用
は
け
っ
し
て
平
等
で
は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
も
、
労

働
者
の
団
結
に
対
し
て
は
厳
し
か
っ
た
が
、
政
治
的
に
危
険
の
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
経
営
者
の
組
織
に
は
寛
容
で
あ
っ
た
。

集
会
に
関
し
て
は
、

禁
刑
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(44) 

一
八
八
一
年
六
月
三

0
日
法
で
自
由
が
認
め
ら
れ

(40) 

一
八
三
四
年
四
月
一

0
1
1
-
―
日
法
は
、

一
八
一

0
年
刑
法
第

一
九
世
紀
、



意
が
必
要
と
な
ろ
う
。

第
四
九
巻
第
一
号

相
対
的
に
自
由
主
義
的
な
体
制
な
い
し
体
制
の
自
由
主
義
的
な
運
用
の
時
代
に
、
事
実
上
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
が
増
殖
し
た
。
無
許
可
の
ア

(46) 

ソ
シ
ア
シ
オ
ン
が
公
権
力
に
よ
っ
て
放
任
さ
れ
る
こ
と
が
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
四
八
年
二
月
革
命
は
、

(47) 

フ
ラ
ン
ス
憲
法
史
上
初
め
て
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
自
由
に
一
定
の
保
障
を
与
え
た
。

一
八
四
八
年
七
月
二
八
日
11
八
月
二
日
デ
ク
，
ぃ
ば
、
ル
シ
ャ
プ
リ
エ
法
、
刑
法
第
二
九
一
条
、

(49) 

し
、
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
と
集
会
の
自
由
の
原
則
を
謳
っ
た
。

(4) 

一
八
三
四
年
法
四
月
一

0
日
法
を
廃
止

一
八
四
八
年
―
一
月
四
日
憲
法
は
、
第
八
条
で
、
他
者
の
自
由
・
公
共
の
安
全
を
尊
重
す
る
か
ぎ
り
で
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
権
利

(
d
r
o
i
t
 d
'
a
s
s
o
c
i
e
r
)

を
保
障
し
た
。
ま
た
、
経
営
組
織
に
か
か
わ
っ
て
は
、
第
―
一
条
で
あ
ら
ゆ
る
財
産
の
不
可
侵
性
を
保
障
し
て
い

(50) 
こ。

き
わ
め
て
短
命
に
終
わ
る
に
せ
よ
、
第
二
共
和
制
憲
法
に
よ
っ
て
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
、
小
さ
く

な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
自
由
は
、
六
月
事
件
を
経
て
現
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
他
者
の
自

由
」
・
「
公
共
の
安
全
」
と
い
う
抽
象
的
に
定
式
化
さ
れ
た
こ
の
自
由
の
限
界
の
歴
史
的
・
具
体
的
意
味
が
大
き
な
問
題
と
な
る
こ
と
に
留

す
な
わ
ち
実
際
に
法
律
で
保
障
さ
れ
た
の
は
、
政
治
ク
ラ
ブ
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
も
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が
課
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
の
ち
に
は

(51) 

政
治
的
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
自
由
そ
の
も
の
が
法
律
で
停
止
さ
れ
た
(
-
八
四
九
年
六
月
一
九
1
1
ニ
ニ
日
法
）
。
こ
の
停
止
措
置
は
二
回

更
新
さ
れ
、
結
局
、

一
八
五
一
年
―
二
月
の
ク
ー
デ
タ
に
よ
っ
て
、

一
八
四
八
年
第
二
共
和
制
憲
法

関
法

ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
自
由
は
回
復
さ
れ
な
い
ま
ま
ふ
た
た
び
否
定
さ

六
〇

（
六
〇



(6) 

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
結
社
の
自
由
史
試
論

一
八
六
七
年
商
法
改
正

（
労
働
者
）
）
を
も
っ
て
い
た
。

(5) 

一
八
一

0
年
刑
法
は
、
第
二
九
一
条
以
下
と
は
別
に
コ
ア
リ
シ
オ
ン

き
上
げ
る
た
め
に
使
用
者
ま
た
は
労
働
者
が
形
成
す
る
集
団
を
禁
止
す
る
規
定
（
第
四
一
四
条
（
使
用
者
）
、
第
四
一
五
•
四
一
六
条

刑
法
の
文
言
は
、
労
使
双
方
に
コ
ア
リ
シ
オ
ン
の
形
成
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
り
、

(54) 

に
不
利
な
刑
罰
上
の
差
別
が
廃
止
さ
れ
、
労
使
平
等
に
な
っ
た
が
、
実
際
に
国
家
は
、
使
用
者
の
カ
ル
テ
ル

(55) 

つ
ぶ
り
、
逆
に
労
働
者
に
対
し
て
は
、
条
文
の
厳
格
な
解
釈
に
よ
っ
て
コ
ア
リ
シ
オ
ン
を
禁
止
し
て
い
た
。

(56) 

第
二
帝
制
が
一
八
六
0
年
代
の
い
わ
ゆ
る
自
由
帝
制
期
に
入
る
と
、
労
働
者
の
コ
ア
リ
シ
オ
ン
に
対
し
て
も
寛
大
な
対
応
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、

つ
い
に
一
八
六
四
年
五
月
二
五
1
1
ニ
七
日
法
は
、
刑
法
第
四
一
四
条
ー
第
四
一
六
条
を
改
正
し
、
暴
力
や
脅
迫
、
詐
欺
が

(57) 

伴
う
場
合
を
除
い
て
コ
ア
リ
シ
オ
ン
の
罪
を
廃
止
し
た
。
こ
れ
は
、
し
か
し
、
職
業
組
合
を
認
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

恒
常
的
な
組
織
は
、
な
お
刑
法
第
二
九
一
条
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
労
働
者
の
コ
ア
リ
シ
オ
ン
の
自
由
と
は
事
実
上
の

(58) 

ス
ト
権
を
意
味
し
た
に
す
ぎ
ず
、
団
結
権
を
保
障
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
0
七
年
商
法
は
、
株
式
合
資
会
社
の
設
立
を
促
進
し
た
が
、
株
式
会
社
を
許
可
制
に
よ
っ
て
制
御
し
た
そ
の
限
界
が
、
ま
も
な
く

(53) 

一
八
六
四
年
五
月
二
五
1
1
ニ
七
日
法

(52) 

れ
た
の
で
あ
る
。

六

（
六
一
）

(entente)

結
成
に
目
を

一
八
四
九
年
に
は
当
初
設
け
ら
れ
て
い
た
労
働
者

(coalition)

す
な
わ
ち
賃
金
を
引
き
下
げ
る
た
め
あ
る
い
は
引



第
三
共
和
制
の
初
期
段
階
は
、
反
第
二
帝
制
・
反
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
共
和
派
が
掌
握
し
、
う
ち
か
た
め
て
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス

な
り
つ
つ
あ
っ
た
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
自
由
化
へ
向
け
た
論
議
も
雲
散
霧
消
し
た
。

で
、
と
く
に
ま
だ
王
党
派
が
代
議
院
の
多
数
派
を
占
め
、
王
党
派
の
マ
ク
マ
オ
ン
が
大
統
領
だ
っ
た
時
期
は
、
第
二
帝
制
後
期
に
盛
ん
に

(66) 

一
八
七
二
年
三
月
一
四
1
1
二
三
日
法
は
、
第
二
帝
制

が
容
認
し
た
第
一
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
禁
止
し
た
。
政
府
は
、
検
察
に
対
し
て
刑
法
第
二
九
一
条
を
厳
格
に
適
用
す
る
よ
う
訓
令
を

(7) 

(65) 

一
八
八
四
年
三
月
ニ
ー

1
1
ニ
ニ
日
法

明
ら
か
に
な
る
。
経
済
の
発
展
に
よ
っ
て
、
多
く
の
資
本
を
最
も
容
易
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
株
式
会
社
こ
そ
が
「
資
本
主
義
の
必
要

(59) 

に
最
も
よ
く
マ
ッ
チ
し
た
法
的
道
具
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
主
義
の
発
展
に
と
っ
て
大
き
な
ネ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
が
、
自
由
主
義
的
な
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
や
実
業
家
、
資
本
家
に
よ
っ
て
告
発
さ
れ
、

株
式
会
社
許
可
制
の
緩
和
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
廃
止
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

(60) 

も
届
く
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

一
八
六

0
年
英
仏
通
商
条
約
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
株
式
会
社
と
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
対
外
的
要
因
も
加

(61)

（

62) 

わ
っ
て
制
定
に
至
っ
た
一
八
六
七
年
七
月
二
四
日
法
は
、
「
自
由
の
憲
章
」
と
も
い
わ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
史
上
の
一
画
期
と
な
る

法
律
で
あ
る
。
そ
の
第
ニ
一
条
は
、
「
今
後
株
式
会
社
は
政
府
の
許
可
な
く
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
た
。

か
く
し
て
、
株
式
会
社
の
設
立
が
自
由
化
さ
れ
た
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
資
本
主
義
史
上
の
重
要
な
出
来
事
で
あ
る
だ
け
で

(63) 

な
く
、
結
社
の
自
由
史
上
の
重
要
な
出
来
事
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
自
由
化
さ
れ
た
株
式
会
社
は
、
経
済
活
動
に
関
し
て
自
然
人
と
同
様

(64) 

の
性
格
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

関
法
第
四
九
巻
第
一
号

一
八
六

0
年
以
降
、
そ
の
声
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
に

一
八

0
七
年
商
法
の
事
前
許
可
制
が
フ
ラ
ン
ス
資

六

（
六



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
結
社
の
自
由
史
試
論

い
っ
さ
い
の
条
文
」
を
廃
止
し

（
第
ニ
―
条
）
、
事
前
の
許
可
や
届
出
な
し
に
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
を
結
成
す
る
自
由
を
認
め
た
（
第
二
条
）
。

さ
ら
に
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
は
、
届
出
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
一
定
の
法
人
格
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
第
五
条
•
第
六
条
）
。

よ
う
や
く
一
九
〇
一
年
七
月
一
日
法
は
、

栓
桔
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(8) 廃
止
し

(67) 

一
八
七
五
年
七
月
ニ
―
1
1
ニ
七
日
法
は
私
立
の
高
等
教
育
機
関
を
創
設
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
に
対
し
て

刑
法
第
二
九
一
条
の
適
用
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
育
を
促
進
す
る
と
い
う
王
党
派
的
な
狙
い
か
ら
出
た
立

(68) 

法
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

一
八
七
六
年
、
第
三
共
和
制
憲
法
下
最
初
の
代
議
院
選
挙
に
お
け
る
共
和
派
の
勝
利
が
転
機
と
な
り
、
そ
れ
以
降
、
職
業
組

法
案
提
出
か
ら
四
年
を
経
て
よ
う
や
く
成
立
す
る
一
八
八
四
年
三
月
ニ
―

1
1
ニ
ニ
日
法
は
、
ル
シ
ャ
プ
リ
エ
法
と
刑
法
第
四
一
六
条
を

（
第
一
条
）
、
規
約
と
幹
部
の
名
簿
を
提
出
す
る
こ
と
の
み
を
条
件
と
し
て

る
自
由
を
保
障
し
（
第
二
条
）
、
職
業
組
合
に
限
ら
れ
た
法
人
格
を
認
め
た
（
第
五
条
）
。
こ
こ
で
い
う
職
業
組
合
と
は
、
い
う
ま
で
も
な

(69) 

く
、
ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ
ー
ム
期
の
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
で
は
な
く
、
使
用
者
を
排
除
し
た
労
働
者
の
組
織
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九

0
一
年
七
月
一
日
法

一
八
八
四
年
三
月
ニ
一
日
法
以
後
、
宗
教
団
体

(congregation)

の
活
動
を
警
戒
す
る
共
和
派
は
、
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
そ
の
も
の
の

(70) 

問
題
を
先
送
り
に
し
た
。
こ
の
た
め
、
職
業
組
合
以
外
に
残
さ
れ
た
事
前
許
可
制
が
、
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
結
成
に
と
っ
て
な
お
法
的
な

合
の
自
由
化
が
論
議
さ
れ
始
め
た
。

し
か
し
、

発
し
た
。

---'---
ノ‘

（
六

（
第
四
条
）
、
政
府
の
許
可
な
く
職
業
組
合
を
設
立
す

一
八
一

0
年
刑
法
第
二
九
一
条
以
下
や
一
八
三
四
年
四
月
一

0
日
法
な
ど
「
本
法
に
反
す
る



由
が
解
禁
さ
れ
、

第
四
九
巻
第
一
号

か
く
し
て
、
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
自
由
が
、

フ
ラ
ン
ス
実
定
法
上
保
障
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
宗
教
団
体
の
結
成
に
関
し
て
は
、
な
お
許
可
制
が
残
さ
れ
た
。
「
今
日
自
由
の
法
律
と
考
え
ら
れ
て
い
る
一
九

0
-

(71) 

年
法
は
、
当
時
、
反
宗
教
闘
争
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
い
え
る
。

以
上
、
ル
シ
ャ
プ
リ
エ
法
か
ら
一
九
0
一
年
七
月
一
日
法
ま
で
の
結
社
の
自
由
に
関
連
す
る
主
要
な
法
律
を
ご
く
簡
単
に
検
討
し
た
。

あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
い
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
分
析
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
文
字
ど
お
り
の
概
観
と
そ
れ
自
体
平
凡
と
も
い
う
べ
き
検
討
か
ら
も
、

仕
方
に
つ
い
て
、
確
認
（
あ
る
い
は
再
確
認
？
）
に
値
す
る
一
定
の
示
唆
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
し
か
に
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ル
シ
ャ
プ
リ
エ
法
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
、

関
法

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
結
社
の
自
由
史
の
把
握
の

一
九
0
一
年
法
に
よ
っ
て
宗
教
団
体
は
別
と
し
て
解
禁
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

一
八
一

0
年
刑
法
第
二
九
一
条
ー
ニ
九

四
条
が
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
に
関
し
て
最
終
的
に
廃
止
さ
れ
る
の
は
こ
の
と
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、

で
の
歴
史
は
、
反
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
主
義
が
克
服
さ
れ
る
過
程
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
今
日
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
ア
ソ
シ
ア
シ
オ

ン
と
観
念
さ
れ
て
い
な
い
営
利
目
的
の
経
済
的
結
社
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
も
そ
も
ル
シ
ャ
プ
リ
エ
法
の
射
程
に
経
営
組
織
が
入
ら
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
同
法
は
、
経
営
組
織
を
使
用
者
と
被
用
者
の
「
自
由
」
な
契
約
に
よ
っ
て
構
成
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
。

革
命
後
、
前
近
代
的
な
特
権
的
中
間
団
体
が
解
体
さ
れ
る
と
同
時
に
、
経
営
組
織
と
い
う
結
社
は
、
他
の
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
と
区
別
さ
れ
、

経
済
的
自
由
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
き
た
。
経
済
的
結
社
の
自
由
は
、
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
自
由
と
対
照
的
に
、
革
命
期
か
ら
保
障
さ
れ
、

四

、

む

す

び

一
九
0
一
年
法
に
至
る
ま

一
八
八
四
年
法
に
よ
っ
て
職
業
組
合
の
自

六
四

（
六
四



な
ら
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
結
社
の
自
由
史
試
論

六
五

（
六
五
）

(72) 

一
九
世
紀
前
半
か
ら
実
定
法
上
の
保
障
が
整
備
さ
れ
る
。
し
か
も
、
「
契
約
か
ら
制
度
へ
」
と
形
容
さ
れ
る
こ
の
法
的
整
備
の
過
程
を
通

じ
て
、
経
済
的
結
社
と
し
て
の
株
式
会
社
は
、
契
約
に
よ
っ
て
個
人
主
義
的
に
構
成
さ
れ
る
存
在
か
ら
法
人
格
を
備
え
た
独
立
の
存
在
へ

と
変
貌
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
用
語
に
従
え
ば
、

フ
ラ
ン
ス
の
一
九
世
紀
を
反
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
主
義
の
段
階
と
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

な
い
に
し
て
も
、
反
結
社
主
義
の
段
階
と
す
る
の
は
容
易
で
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

法
の
階
級
的
内
容
に
着
目
す
れ
ば
、
労
働
者
を
含
む
民
衆
の
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
自
由
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
き
た
反
面
、
プ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
の
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
自
由
、
経
済
的
結
社
の
自
由
は
事
実
上
ま
た
は
明
文
上
保
障
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

以
上
か
ら
す
る
と
、

フ
ラ
ン
ス
の
結
社
の
自
由
の
歴
史
に
注
目
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

一
九
世
紀
の
親
結
社
主
義
も
ま
た
問
題
に
な
る
と

(73) 

い
え
る
。
「
か
つ
て
の
『
家
」
い
ま
『
会
社
主
義
』
と
「
社
会
通
念
』
に
骨
が
ら
み
拘
束
さ
れ
た
日
本
」
、
「
な
ん
と
言
っ
て
も
企
業
社
会

(74) 

と
い
う
中
間
団
体
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
現
代
的
な
問
題
意
識
は
、
ま
さ
に
経
済
活
動
の
領
域
に
お
け
る
親
結
社

主
義
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
な
お
さ
ら
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
こ
の
個
人
の
尊
重
と
相
容
れ
な
い
親
経
済
的
結
社
主
義
を
視
野

に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
視
野
に
入
れ
ば
、
特
殊
日
本
的
な
会
社
主
義
が
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
に
み
ら
れ
な
い
こ
と

を
革
命
以
来
一
九
世
紀
の
「
反
結
社
個
人
主
義
」
な
る
も
の
に
遡
っ
て
説
明
す
る
の
は
か
な
り
難
し
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
親
経
済
的
結

社
王
義
に
対
抗
す
る
反
結
社
個
人
主
義
な
る
も
の
は
見
出
し
が
た
い
と
思
わ
れ
る
。

力
が
作
用
す
る
に
は
力
の
場
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
の
あ
く
ま
で
実
定
法
レ
ベ
ル
に
着
目
し
た
検
討
か
ら
視
点
を
実
態
レ
ベ
ル
に
移
す

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
反
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
主
義
が
ご
く
限
ら
れ
た
力
の
場
し
か
も
た
な
か
っ
た
こ
と
が
い
っ
そ
う
明
ら

(75) 

か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
「
反
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
主
義
を
」
と
い
う
提
言
を
フ
ラ
ン
ス
一
九
世
紀
の
歴
史
に
よ
っ
て
正
当
化
な
い
し
補
強
す



よ
う
。
そ
れ
で
も
今
日
の
日
本
社
会
に
向
け
て
反
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
主
義
へ
の
ア
ン
ガ
ジ
ュ
マ
ン
を
説
く
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
具
体
的
意

(76) 

味
を
歴
史
的
担
い
手
|
今
日
の
日
本
の
誰
が
そ
れ
を
担
い
う
る
の
か
ー
と
と
も
に
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で

(77) 

な
け
れ
ば
、
必
ず
し
も
強
制
さ
れ
る
こ
と
な
く
「
働
い
ち
ゃ
う
」
労
働
者
の
生
き
る
今
日
の
日
本
の
会
社
主
義
的
状
況
に
お
い
て
、
徹
底

し
た
個
人
主
義
の
追
体
験
の
勧
め
は
、
提
唱
者
の
主
観
的
意
図
に
反
し
、
い
わ
ば
精
神
的
な
武
装
解
除
の
勧
め
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
よ

(
1
)
渡
辺
康
行
「
団
体
の
中
の
個
人
ー
団
体
の
紀
律
と
個
人
の
自
律
」
法
学
教
室
ニ
―
二
号
。
い
わ
ゆ
る
南
九
州
税
理
士
会
訴
訟
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
強
制
加
入
制
の
公
益
法
人
が
行
っ
た
政
治
献
金
と
会
員
の
思
想
信
条
の
自
由
」
関
大
法
学
論
集
四
六
巻
三
号
で
論
じ
て
お
い
た
。

(
2
)
渡
辺
、
前
掲
、
法
学
教
室
ニ
―
二
号
、
三
三
頁
。

(
3
)
 
Cf. L
o
u
i
s
 F
a
v
o
r
e
u
 et Loi'c Philip, L
e
s
 g
r
a
n
d
e
s
 decisions d
u
 C
o
n
s
e
i
l
 Constitutionnel, 9°ed., Dalloz, 1997, p. 
2
4
9
 et s. 

(
4
)

周
知
の
樋
口
陽
一
の
議
論
で
あ
る
。
樋
口
は
、
随
所
で
こ
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
参
照
、
樋
口
『
人
権
』
（
三
省
堂
、

一
九
九
六
年
）
四
ニ
ー
四
三
頁
。

(5)

樋
口
陽
一
「
比
較
憲
法
〔
全
訂
第
三
版
〕
』
（
青
林
書
院
、
一
九
九
二
年
）
五
二

0
頁。

(
6
)

た
と
え
ば
参
照
、
樋
口
陽
一
「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
新
解
釈
（
下
）
」
朝
日
新
聞
一
九
九
四
年
九
月
一
六
日
付
（
夕
刊
）
。

(
7
)

小
沢
隆
一
・
村
田
・
笹
沼
弘
志
「
憲
法
学
に
お
け
る
近
代
主
義
」
法
の
科
学
二
四
号
、
一
八
四
ー
一
八
五
頁
。
そ
こ
で
は
、
「
追
体
験
」
の
具

体
的
意
味
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
、
「
追
体
験
」
を
通
し
て
到
達
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
個
人
像
が
抽
象
的
す
ぎ
る
こ
と
、
今
日
の
日
本
の
具

体
的
問
題
か
ら
出
発
す
る
な
ら
ば
「
ま
ず
個
人
」
と
い
う
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
の
つ
け
方
に
は
疑
問
が
生
じ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。

(
8
)

本
稿
と
は
別
の
観
点
か
ら
歴
史
認
識
を
問
う
も
の
と
し
て
、
同
前
、
一
七
九
ー
一
八
0
頁
（
小
沢
執
筆
）
。

(9)

芦
部
『
憲
法
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）
一
九
七
頁
。

(10)

佐
藤
『
憲
法
（
上
）
』
ポ
ケ
ッ
ト
注
釈
全
書
（
有
斐
閣
、
一
九
八
三
年
）
三
二
四
頁
。

(11)

商
法
上
の
株
式
会
社
も
構
成
員
の
経
済
的
利
益
実
現
を
も
っ
ぱ
ら
目
的
と
す
る
結
社
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
こ
れ
が
ニ
一
条
の
結
社
の
自
由

う
に
思
わ
れ
る
。

る
こ
と
は
、
「
比
較
は
証
拠
に
な
ら
ぬ

関
法

第
四
九
巻
第
一
号

(
C
o
m
p
a
r
a
i
s
o
n
 n
'
e
s
t
 p
a
s
 r
a
i
s
o
n
)
」
と
い
う
玖
g
言
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
困
難
を
極
め

六
六

（
六
六
）



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
結
社
の
自
由
史
試
論

六
七

（
六
七
）

の
保
障
を
受
け
な
い
と
す
る
長
谷
部
恭
男
は
例
外
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。
参
照
、
長
谷
部
『
憲
法
』
（
新
世
社
、
一
九
九
六
年
）
ニ
―
八
頁
。
ニ

一
条
の
結
社
に
会
社
ま
で
含
め
る
こ
と
の
解
釈
論
的
是
非
は
―
つ
の
問
題
た
り
う
る
が
、
こ
れ
は
本
稿
の
課
題
で
は
な
い
。

(12) 
Cf. J
e
a
n
 M
o
r
a
n
g
e
,
 L
a
l
i
b
e
r
t
e
 d'association e
n
 droit public 
fran~ais, 

P. 
U. F., 1
9
7
7
,
 
p. 
84 et s. 
ま
た
、
職
業
組
合

(syndicat)

も
特
殊
な
結
社
と
し
て
結
社
一
般
と
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
点
も
、

cf.
M
o
r
a
n
g
e
,
 ibid., 
p. 8
8
 et s. 

(13)

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
条
文
は
、

cf.
J
e
a
n
 ,
 
C
l
a
u
d
e
 B
a
r
d
o
u
t
,
 L
e
s
 libertes d'association, Juris service, 1
9
9
1
,
 
p. 2
1
9
.
 

(14) 
R
e
m
y
 Cabrillac, M
a
r
i
e
 ,
 
A
n
n
e
 F
r
i
s
o
n
 ,
 
R
o
c
h
e
 et T
h
i
e
r
r
y
 R
e
v
e
t
,
 D
r
o
i
t
s
 et 
libertes f
o
n
d
a
m
e
n
t
a
u
x
,
 
4• 

e
d
.
,
 
Dalloz, 1
9
9
7
,
 
p. 3
1
9
 

(Elie Alfandari). 

(15) 
Cf. 
Patrick W
a
c
h
s
m
a
n
n
,
 Libertes publiques, 2• 

ed., 
Dalloz, 1
9
9
8
,
 
p. 4
7
9
・

な
お
こ
の
場
合
の
非
営
利
目
的
と
は
、
構
成
員
に
よ
る

利
益
の
分
有
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
、
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
の
営
利
活
動
自
体
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

Cf.
P
a
u
l
 

Fieschi ,
 
Vivet, L
a
 distinction d
e
 la 
societe et d
e
 l'association, Juris Associations, n
o
v
 ,
 
d
e
c
 1
9
8
4
,
 
p. 2
6
 et 
s. 
;
 R
e
m
y
 et al., 
op. 

cit., 
p. 3
2
0
 (Elie Alfandari)・ 

(16)

念
の
た
め
に
い
え
ば
、
一
九

0
一
年
法
以
前
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、

association
概
念
か
ら
会
社
組
織
が
常
に
除
外
さ
れ
て
い
た
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。

(17) 
Cf. B
a
r
d
o
u
t
,
 op. cit., 
p. 6
2
.
 

(
1
8
)高
木
・
末
延
•
宮
沢
編
『
人
権
宣
言
集
』
（
岩
波
文
庫
）
一
三
一
頁
（
山
本
桂
一
訳
）
。

(19) 
Cf. 
J
e
a
n
 T
o
u
c
h
a
r
d
,
 H
i
s
t
o
ぽ
d
e
s
idees politiques `
 
t. 
2
,
 14• 

ed., 
P. U. F・, 
1
9
9
8
,
 
p. 4
6
1
.
 

.
t
:
j
お
、
こ
七
い
に
対
T

し
て
、
箪
”
―
―
冬
尖
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
自
由
に
よ
っ
て
結
社
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
「
結
社
の
権
利
も
集
会
の
権
利
も
明
文
で
保
障
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
」
と
い
う
見
解
も
あ
る
。

Cf.
B
a
r
d
o
u
t
,
 ibid., 
p. 7
6
.
 

(20)

条
文
は
、

D
u
v
e
r
g
i
e
r
,
Collection c
o
m
p
l
e
t
e
 d
e
s
 lois, 
t. 
2
,
 
1
8
2
4
,
 
p. 2
8
0
 et s. 

(21)

条
文
は
、

D
u
v
e
r
g
i
e
r
,
ibid., 
t. 
3
,
 
1
8
2
4
,
 
p. 2
5
 et 
s. 

(22) 
Cf. 
J
a
c
q
u
e
s
 G
o
d
e
c
h
o
t
,
 L
e
s
 institutions 
d
e
 la 
F
r
a
n
c
e
 s
o
u
s
 la 
R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
 e
t
)
'
E
m
p
i
r
e
,
 4
°
e
d
.
,
 
P. 
U. F., 
1
9
8
9
,
 
p. 
2
1
5
;
 
B
a
r
 ,
 

dout, op. cit., 
p. 6
5
 et 
s
;
 
G
e
r
a
r
d
 A
u
b
i
n
 et J
a
c
q
u
e
s
 B
o
u
v
e
r
e
s
s
e
,
 I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 historique a
u
 droit d
u
 travail, 
P. U. F., 
1
9
9
5
,
 
p. 

9
0
.
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r
m
a
n
d
 Colin, 1992, p. 

121. 

ぼ
）
Cf. 
G
e
o
r
g
e
s
 Ripert, 
Aspects juridiques 

d
u
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m
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d
e
m
e
,
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迂
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M
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c
e
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d
o
c
u
m
e
n
t
s
 politiques, 14• ed., 

P. U. F., 
1996, p. 
117. 

（芯）
求
似
迂
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Collection complete des lois, 
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6, 
1825, p. 
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啜
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迂
Duvergier,

ibid., t. 
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啜
）
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似
迂
J.-A.
R
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,
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H
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i
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p. 
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六
九

（
六
九

(39) 
B
a
r
d
o
u
t
,
 0
 p. 
cit., 
p. 
96. 

(
4
0
)
条
文
は
、

D
u
v
e
r
g
i
e
r
,
C
o
l
l
e
c
t
i
o
n
 c
o
m
p
l
e
t
e
 d
e
s
 lois, 
t. 
34, 
1
8
3
5
,
 p
p
.
 5
8
-
6
4
.
 

(
4
1
)
条
文
は
、

D
u
v
e
r
g
i
e
r
,
ibid., 
t. 
52, 
1
8
5
2
,
 p. 
2
6
3
.
 

(
4
2
)
条
文
は
、

D
u
v
e
r
g
i
e
r
,
ibid., t. 
68, 
1
8
6
8
,
 p
p
.
 
1
8
6
 ,
 20
8
.
 

(43)

七
人
以
上
の
責
任
者
の
署
名
の
あ
る
事
前
の
届
け
出
に
よ
っ
て
集
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
政
治
的
・
宗
教
的
な
目

的
の
集
会
は
な
お
事
前
の
許
可
を
要
す
る
と
さ
れ
た
。

C
f
.
B
a
r
d
o
u
t
,
 0
 p. 
cit., 
p. 
130・ 

(
4
4
)
条
文
は
、

R
o
b
e
r
t
et O
b
e
r
d
o
r
f
£
,
 L
i
b
e
t
e
s
 f
o
n
d
a
m
e
n
t
a
l
e
s
 et droits d
e
 l
'
h
o
m
m
e
,
 3
°
e
d
.
,
 M
o
n
t
c
h
r
e
s
t
i
e
n
,
 1
9
9
7
,
 p. 
4
8
6
.
 

(45) 
Cf. M
o
r
a
n
g
e
,
 o
p
.
 cit., 
p. 
31. 

(46) 
Cf. M
o
r
a
n
g
e
,
 o
p
.
 cit., 
p. 
3
9
 et s. 

(47)

そ
の
背
景
に
は
、
企
業
組
織
の
族
生
に
よ
っ
て
、
「
大
革
命
期
の
中
間
団
体
否
認
論
に
象
徴
さ
れ
る
結
社
に
対
す
る
罪
悪
観
」
の
転
換
が
あ
っ

た
と
指
摘
さ
れ
る
。
参
照
、
大
和
田
敢
太
『
フ
ラ
ン
ス
労
働
法
の
研
究
』
（
文
理
閣
、
一
九
九
五
年
）
五
五
頁
。

(48)

条
文
は
、

D
u
v
e
r
g
i
e
r
,
C
o
l
l
e
c
t
i
o
n
 c
o
m
p
l
e
t
e
 d
e
s
 lois, 
t. 
48, 
1
8
4
8
,
 p
p
.
 3
9
7
-
4
0
2
.
 

(49) 
Cf. B
a
r
d
o
u
t
,
 0
 p. 
cit., 
p
p
.
 
1
0
8
 ,
 109. 

(50)

条
文
は
、

D
u
v
e
r
g
e
r
,
o
p
.
 cit., 
p
p
.
 
1
4
6
 ,
 147. 

(51)

条
文
は
、

D
u
v
e
r
g
i
e
r
,
C
o
l
l
e
c
t
i
o
n
 c
o
m
p
l
e
t
e
 d
e
s
 lois, t. 
49, 
1
8
4
9
,
 p
p
.
 2
3
3
 ,
 234. 

(52) 
Cf. B
a
r
d
o
u
t
,
 0
 p. 
cit., 
p. 
1
1
2
 e
t
 s. 

(53)

条
文
は
、

D
u
v
e
r
g
i
e
r
,
C
o
l
l
e
c
t
i
o
n
 c
o
m
p
l
e
t
e
 d
e
s
 lois, 
t. 
64, 
1
8
6
4
,
 p
p
.
 
1
6
2
 ,
 195. 

(54) 
Cf. 
M
a
u
r
i
c
e
 B
o
u
v
i
e
r
 ,
 
A
j
a
m
,
 H
i
s
t
o
i
r
e
 d
u
 travail e
n
 F
r
a
n
c
e
 d
e
p
u
i
s
 la 
R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
,
 
L. G• 

D
.
 J.
,
 

1
9
6
9
,
 p
p
.
 2
0
1
-
2
0
2
.
 

(55) 
Cf. 
S
z
r
a
m
k
i
e
w
i
c
z
,
 o
p
.
 cit., 
p. 
2
6
2
.
 

(56)

フ
ラ
ン
ス
第
二
帝
制
の
国
家
形
態
と
社
会
経
済
構
造
に
つ
い
て
、
簡
単
に
は
、
参
照
、
拙
稿
「
憲
法
科
学
研
究
序
説
ー
国
家
の
歴
史
理
論
ー
」

関
大
法
学
論
集
四
六
巻
四
・
五
・
六
号
、
九
五
頁
以
下
。

(57) 
Cf. B
o
u
v
i
e
r
 ,
 
A
j
a
m
,
 0
 p. 
cit. 
｀
 
p. 
2
0
2
.
 
な
お
同
法
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
参
照
、
大
和
田
・
前
掲
書
、
八
二
頁
以
下
。

(58)

し
か
も
、
当
時
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
新
し
い
条
文
が
禁
止
し
て
い
た
よ
う
な
暴
力
行
為
が
伴
い
が
ち
で
あ
っ
た
か
ら
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
そ
れ



関
法

第
四
九
巻
第
一
号

ほ
ど
大
胆
な
自
由
化
と
も
い
え
な
か
っ
た
。

Cf.
A
u
b
i
n
 et B
o
u
v
e
r
e
s
s
e
,
 0
 p. 
cit., 
p
1
6
0
.
 

(59) 
J
e
a
n
 Hilaire, I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
 a
u
 droit c
o
m
m
e
r
c
i
a
l
,
 P. 
U• 

F., 
1986, p. 227. 

(60) Cf• 

Hilaire, ibid., p. 
227. 

(61)

条
文
は
、

J.-A.
R
o
g
r
o
n
,
 0
 p. 
cit. 

(62) 
Ripert, 0
 p. 
cit., 
p. 
6
3
 ;
 Barjot, 0
 p. 
cit., 
p. 
145. 

(63)

労
働
者
の
団
結
に
与
え
た
影
響
も
大
き
い
と
い
わ
れ
る
。
参
照
、
大
和
田
・
前
掲
書
、
一
ー
ニ
頁
。

(64) 
Cf. Barjot, 0
 p. 
cit., 
p. 
146. 

(65)

条
文
は
、

D
u
v
e
r
g
i
e
r
,
C
o
l
l
e
c
 g
 
n
 c
o
m
p
l
e
t
e
 d
e
s
 lois, 
t. 
84, 
1884, p
p
.
 1
7
4
 ,
 186・ 

(66)

条
文
は
、

D
u
v
e
r
g
i
e
r
,
ibid., t. 
72, 
1872, pp. 1
1
9
 ,
 129. 

(67)

条
文
は
、

D
u
v
e
r
g
i
e
r
,ibid•• 

t. 
75, 
1875, pp. 2
7
4
 ,
 294. 

(68) 
Cf. A
l
a
i
n
-
S
e
r
g
e
 M
e
s
c
h
e
r
i
a
k
o
f
f
,
 M
a
r
c
 F
r
a
n
g
i
 et M
o
n
c
e
£
K
d
h
i
r
,
 D
r
o
i
t
 d
e
s
 associations, P. 
U. F., 
1996, pp. 3
6
 ,
 37. 

(69)

同
法
に
つ
い
て
、
参
照
、
大
和
田
・
前
掲
書
、
一
―
三
頁
以
下
、
北
川
善
英
「
団
結
権
と
結
社
の
自
由
」
比
較
憲
法
研
究
会
編
『
憲
法
の
歴
史

と
比
較
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
八
年
）
。

(70) 
Cf. M
e
s
c
h
e
r
i
a
k
o
f
f
 et al., 
0
 p, cit•• 

p. 
37. 

(71) 
C
h
a
r
l
e
s
 D
e
b
b
a
s
c
h
 et J
a
c
q
u
e
s
 B
o
u
r
d
o
n
,
 L
e
s
 associations, 6
°
e
d
.
,
 P. U. F・, 
1997, pp. 2
3
 ,
 24・ 

(72) 
A
n
n
e
 L
e
f
e
b
v
r
e
-
T
e
i
l
l
a
r
d
,
 L
a
 societe a
n
o
n
y
m
e
 a
u
 X
I
X
0
 siecle, P• 

U. F., 
1985, p. 
449. 

(73)

樋
口
陽
一
『
近
代
憲
法
学
に
と
っ
て
の
論
理
と
価
値
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
四
年
）
ニ
ニ
四
頁
。

(74)

樋
口
陽
一
『
転
換
期
の
憲
法
？
』
（
敬
文
堂
、
一
九
九
六
年
）
九
九
頁
。

(75)

団
結
禁
止
体
制
下
に
お
け
る
労
働
組
合
の
存
在
に
関
し
て
、
参
照
、
大
和
田
・
前
掲
書
、
五
九
頁
以
下
。
ま
た
、
一
八
八
四
年
法
に
至
っ
て
実

定
化
さ
れ
る
組
合
の
自
由
の
検
討
を
通
し
て
「
結
社
の
自
由
」
が
つ
と
に
自
然
権
と
し
て
観
念
さ
れ
て
い
た
と
す
る
北
川
善
英
の
仮
説
は
、
示
唆

に
富
む
。
参
照
、
北
川
・
前
掲
論
文
。

(76)

こ
の
点
に
関
し
て
熊
沢
誠
の
指
摘
が
注
目
さ
れ
る
。
熊
沢
は
、
「
個
性
ゆ
た
か
に
み
ず
か
ら
の
価
値
観
を
大
切
に
す
る
『
ニ
―
世
紀
型
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
』
た
れ
と
い
う
主
張
」
に
賛
意
を
示
し
つ
つ
、
「
無
慈
悲
な
市
場
経
済
の
現
実
」
の
も
と
で
、
「
こ
の
よ
う
な
い
わ
ぱ
〈
価
値
意
識
と
し

七
〇

（
七
〇
）



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
結
社
の
自
由
史
試
論

七

（
七

て
の
個
人
主
義
〉
は
、
い
ま
経
営
者
の
強
化
し
つ
つ
あ
る
能
力
主
義
管
理
に
無
批
判
な
ま
ま
の
個
人
的
対
応
、
す
な
わ
ち
〈
生
活
を
守
る
手
段
と

し
て
の
個
人
主
義
〉
に
よ
っ
て
多
く
の
労
働
者
の
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
か
？
」
と
疑
問
を
呈
し
、
「
多
く
の
ふ
つ
う
の
労
働
者
に
と
っ
て
、
〈
価
値

意
識
と
し
て
の
個
人
主
義
〉
は
、
逆
説
的
な
が
ら
〈
生
活
を
守
る
手
段
と
し
て
の
集
団
主
義
〉
に
よ
っ
て
こ
そ
よ
り
よ
く
保
障
さ
れ
て
き
た
」
と

指
摘
す
る
。
熊
沢
誠
『
能
力
主
義
と
企
業
社
会
』
（
岩
波
新
書
、
一
九
九
七
年
）
一
七
四
頁
。

(
7
7
)
参
照
、
熊
沢
誠
『
働
き
者
た
ち
泣
き
笑
顔
j

（
有
斐
閣
、
一
九
九
三
年
）
。

（
付
記
）
本
稿
執
筆
現
在
、
筆
者
は
、
関
西
大
学
在
外
研
究
員
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
で
あ
る
。
本
稿
は
、
故
・
上
田
惟
一
先
生
追
悼
号
へ
の
掲
載
を

予
定
し
、
一
九
九
八
年
五
月
！
九
月
の
間
に
準
備
し
て
い
た
が
、
同
年
七
月
ー
一
九
九
九
年
一
月
二
四
日
の
間
キ
ュ
ジ
ャ
ス
図
書
館

(
B
i
b
l
i
o
t
h
e
q
u
e
 C
u
j
a
s
)

が
工
事
の
た
め
に
閉
鎖
と
な
り
、
さ
ら
に
折
悪
し
く
国
立
図
書
館

(Bibliotheque
N
a
t
i
o
n
a
l
e
)

の
蔵
書
の
移
転
作

業
が
重
な
っ
て
、
文
献
・
資
料
の
利
用
が
い
ち
じ
る
し
く
困
難
と
な
り
、
い
っ
た
ん
執
筆
を
中
断
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
遅
れ
馳
せ
な
が
ら
、

こ
こ
に
先
生
の
ご
霊
前
に
拙
稿
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
邦
語
文
献
収
集
に
あ
た
り
、

C
N
R
S
東
ア
ジ
ア
研
究
所
研
究
教
授
エ
リ
ッ
ク
＂

セ
ズ
レ

(
E
符
Seizelet)

先
生
な
ら
び
に
横
浜
国
立
大
学
助
教
授
北
川
善
英
先
生
、
滋
賀
大
学
教
授
大
和
田
敢
太
先
生
、
パ
リ
第
一

0
大
学
博

士
課
程
（
留
学
中
）
南
野
森
君
、
関
西
大
学
教
授
吉
田
栄
司
先
生
、
同
助
教
授
葛
原
カ
―
二
先
生
、
同
法
学
部
資
料
室
芝
明
子
氏
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
(
-
九
九
九
年
一
月
三
0
日
B
o
n
d
y
F
r
a
n
c
e
所
属
・
肩
書
は
い
ず
れ
も
脱
稿
時
点
の
も
の
で
あ
る
）
。




